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■企画・監修
国立劇場

■資料提供
早稲田大学演劇博物
館

スタッフ
■製作
村山英治
利光久輝

■脚本・演出
北条明直

■照明
本橋俊男

■撮影
木塚誠一
村山和雄
北川英雄

■編集
沼崎梅子

■解説
伊藤惣一

■主な出演（五十音順）
市川海老蔵
市川男女蔵
市川羽左衛門
尾上菊五郎
尾上松緑
尾上辰之助
尾上梅幸
河原崎権十郎
中村勘三郎

歌舞伎の魅力│演技
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歌舞伎は、江戸時代の大衆が生み育てた演劇である。音楽劇であり、
舞踊劇であり、セリフ劇でもあるが、独特の様式をもって完成され
ている。この映画は、主として歌舞伎の演技を中心にその特色を名
場面の中で紹介し、鑑賞に必要な基礎知識を伝え、歌舞伎への理解
と親しみを持ってもらおうと企画したものである。

まず歌舞伎十八番「助六縁江戸桜」。ここは吉原の町、粋な揚巻が
登場する。三浦屋の格子先には女たちが艶やかな衣装で並び、そこ
へめっぽう威勢よく、格好のいい主人公助六が現れる。江戸っ子そ
のままの助六の演技は、当時の江戸町民の感情を代弁している。
　「有難御江戸景清」の開幕前、楽屋では化粧や扮装が行なわれて
いる。その化粧や扮装は、歌舞伎が独特の誇張した様式美を重んず
る演劇であることを示している。演技の特徴をみると、伝統の中で
洗練された美しい姿を形として伝えている。静止の芸としての「見
得」、舞踊化された「タテ」の演技、無言で次々と美しい動作を見
せる「だんまり」、歩く芸としての「六法（ろっぽう）」等、効果的
に印象づけるよう工夫されている。舞踊の要素を多く取り入れて代
表的な「積恋雪関扉」。「奥州安達原」の一場面では、親子の演技に、
浄瑠璃の語りと三味線の伴奏が切々とした気持ちを表現している。
「浮世柄比翼稲妻」では、身振りだけでなくセリフの言い回しにも
特有の調子を聞かせる。互いに七五調の美文を受け渡す「ワタリゼ
リフ」が見せ場となって、さらに演技のリズム化を助ける特殊な音
響効果「ツケ」が取り入れられている。「菅原伝授手習鑑」の寺子
屋の場面。「義経千本桜」の大物浦の場。「天衣紛上野初花」での情
緒溢れる場面。浄瑠璃清元の粋にくだけた語り、磨きぬかれた伝統
の演技は、歌舞伎の美しさを見事に見せてくれる。


